
表7.同桂造血幹細胞移植療法

決まった頻度.童の血小板輸血を行う

累横

度数 パ-セン卜 累梼度数 パ-セント
はL1 30 16.48

, 30 16A8
いいえ 1 5Z 83.52,- 1 8Z IOO.00

その場合の週の回数

累穂

回数 度数 パーセント 累横度数 パーセント
Z Z . 6.67 Z 6.67

3 Z5 83.33 27 90.00

4 Z 6.67 Z9 96.67

5 1 3.33
.

30 100.00

その場合の1回の使用量一.単位

累槙

使用童 度数 パ-セント.累積度数 パ-セン卜
1 0 Z3 76,67 23 76.67

15 4 13.33 27 90.00

20 3 1 0.00 30 100.00

検査成続o臨床症状を見ながら血小板輸血を行う

その場合の血小破輸血の条件

累嘩
集件 度数 パーセント 累痩度数-パーセント

Plt 5万IFLL未満

Plt Z万l.FLL未満

PIt l万IFLL未満

PIt 5万ノルL未満+出血傾向

Pilt. z万J,FLL未満+出血傾向

Plt l万ノLLL未満+出血傾向

5 3.29
99 6S.13

5 3.29

7 4.61

Zl 13.82

5 3.29

その他 10 6.58

5 3,29

1 04 68.42

109 71.71

116 76.32

137 90.13

142 93-42

152 100.00


